
古紙配合率 100%再生紙を使用しています

入賞作品紹介

◆鳥取市消防出初式が、1月 9日（日）に行われた。こ
の日は、朝から雪が降る寒い日で、完全防備で取材へ。
式典会場の鳥取西高校のグラウンドは、一面真っ白。
午前 9時、ファンファーレとともに、消防署員と各地
域の消防団員 1100 人が威風堂々と入場行進し式典が
行われた。その後、特別演技がはじまったのだが、こ
の寒さの中、朝からはっぴ姿で、はしご登りとまとい
の出番を待つみなさんに目がとまった。まといを持つ
腕は小刻み震え、寒さに耐えていた。しかし、出番が
くると威勢のよい掛け声とともに見事な演技を披露。
その姿に感動し思わず大きな拍手をおくった。昨年は、
災害が相次ぎ大変な年だった。そして、今年 1月、ま
だ記憶に残る阪神・淡路大震災から 10 年。「災害は
忘れたころにやってくる」という。忘れないようにし
よう。　　　　　　　　　　　　　　  　 (康)
◆華やかな振袖姿、パリッときまったスーツ姿。合併
後初の鳥取市成人式は、雪が舞うあいにくの天気でし
たが、会場の県民文化会館には 20歳の笑顔と活気で
あふれていました。また、実行委員のみなさんが式を
盛り上げようと頑張っている姿はキラリひかるもの
が。が、取材を続けているうちに、「なにか変」と感
じました。着物や帯は艶やか、スーツや袴も素敵なの
に、みんな同じに見えてしまったのはなぜ ?式典中は
ザワザワ、ガヤガヤ。そして彼らが去った後には配ら
れたチラシが会場のいたるところに。少し考えさせら
れた成人式でした。
　可能性をいっぱい秘めた新成人のみなさん、足元を
しっかりと見つめ、輝いていってください。　　 （Y
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塩鯖（しおさば）
米
糀（こうじ）
酒
酢
水
生姜
たかの爪
山椒の実

材料（40人分）

ご飯を柔らかめに炊き、酒をふり人肌まで冷めた
ら糀と混ぜ、3時間程度炊飯器で保温する。
塩鯖の塩を水で洗い流し、もう一度、酢水で洗い、
その後、頭と尾を切り取る。
1を桶などに移しあおぎながら冷ました後、千切
りにした生姜、小口切りにしたたかの爪、山椒の
実を加えて混ぜる。
樽に 3を少し敷いた後、鯖の腹に３を詰め交互
に樽に敷き、隙間は切り取った頭で詰める。
一段目を全部敷き詰めたら 3をしっかりかけ、こ
れを繰り返し、全部済んだら押し蓋をして、重石
（15kg）を乗せる（1週間程度過ぎ、水が上がっ
てきたらキッチンペーパーで吸い取る）。
1カ月程度で食べごろとなり、もう一度水を取っ
て、鯖を食べやすい大きさに切って盛り付ける。

エネルギー 155kcal、たん白質 9.6g
脂質 5.1g、カルシウム 5mg、塩分 0.2g 
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一口メモ
子どもなどには、焼くことで臭みが取れ
て食べやすくなります。また、漬ける時
に柚子を刻んで入れると、一味違った風
味が楽しめます。

佐治町食生活改善推進員のみなさん

鳥取市南安長一丁目
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